
歴
史
を
動
か
し
た
飛
鳥
時
代
の
偉
人
・

藤
原
鎌
足
。
市
内
に
残
る
彼
の
ゆ
か
り

を
た
ど
り
な
が
ら
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
に

ひ
た
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

各
地
に
残
る
鎌
足
の
足
跡
を

探
っ
て
み
よ
う

文
化
財
資
料
館
開
館
40
周
年
記
念
　
歴
史
的
偉
人
の
真
実
に
迫
る
！

特集

問
合
先　

文
化
財
資
料
館 

６
３
４
・
３
４
３
３

藤
原
鎌
足
は   

居
た

4

4

の
か
？

茨木に

　

歴
史
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
飛
鳥

時
代
の
有
名
な
国
政
改
革「
大
化
の
改
新

（
乙い

っ

巳し

の
変
）」。
そ
の
重
要
人
物
の
一
人

が「
藤
原
鎌
足
」で
す
。実
は
藤
原
鎌
足
は
、

茨
木
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
特
に
市
内
の
安
威
・

桑
原
地
域
に
残
る
鎌
足
の
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
つ
つ
、
鎌
足
と
茨
木
の
関
係
を

ひ
も
解
い
て
い
き
ま
す
。
開
館
40
周
年
を

迎
え
た
文
化
財
資
料
館
で
開
催
さ
れ
る

テ
ー
マ
展
と
併
せ
て
、
茨
木
に
お
け
る
鎌

足
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

1
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手がかり

1手がかり

2

『攝津名所圖會』国立国会図書館デジタルコレクションより／秋里籬嶌 著述 
ほか,寛政8-10 [1796-1798]

「藤原鎌足公古墳道」と記さ
れた道標（所在：安威三丁目）

（所在：豊川一丁目） （所在：春日五丁目）

大織冠像
（地福寺所蔵）

手
が
か
り
は
古
墳
に
あ
り
！？

い
ま
に
伝
わ
る

    
鎌
足
と
茨
木

藤
原
鎌
足
は

     
ど
ん
な
人
？

　

飛
鳥
時
代
の
人
で
、
元
の
名
は

中な
か

臣と
み
の

鎌
足
。
中
大
兄
皇
子（
天
智
天

皇
）と
と
も
に
大
化
の
改
新
を
主
導

し
、
亡
く
な
る
直
前
に
藤
原
の
姓

を
授
か
り
ま
し
た
。
大
化
の
改
新

を
計
画
す
る
際
、「
三み

島し
ま
の

別べ
つ

業ぎ
ょ
う（
現

在
の
摂
津
三
島
地
域
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
別
荘
の
こ
と
）」に
退
去
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
死
後
は
神

格
化
さ
れ
、
各
地
の
神
社
な
ど
で

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

解
説

江
戸
時
代
の
観
光
名
所

「
大た

い

織し
ょ
っ

冠か

ん

古こ

廟び
ょ
う

」

阿
武
山
古
墳
は

鎌
足
の
墓
か
も
し
れ
な
い
！？

ゆかりの地を
見に行ってみよう
ではないか！

藤原氏との縁が深い春日神社
　現在の茨木市域に残る藤原氏の影響は、例えば
市内の「春日神社」に見ることができます。春日
神社の主

しゅ

祭
さい

神
じん

は藤原氏の祖神・天
あまの

児
こ

屋
やねの

命
みこと

であり、
市内に9社もあることから、藤原氏との結びつき
をうかがえます。

　

安
威
地
域
に
は
、
歴
史
上
唯

一
鎌
足
だ
け
が
賜
っ
た
冠
位「
大

織
冠
」の
名
を
冠
す
る「
大
織
冠

神
社
」が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
出
版
の
観
光
情
報
誌『
攝せ

っ

津つ

名め
い

所し
ょ

圖ず

會え

』で
は
、
こ
の
神
社
に

あ
る
将
軍
塚
古
墳
が「
大
織
冠

　

江
戸
時
代
に
は
現
在
の
大
織

冠
神
社
に
あ
る
古
墳
が
鎌
足
の

墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
茨
木
市
と

高
槻
市
に
ま
た
が
る「
阿
武
山

古
墳
」が
本
当
の
墓
で
あ
る
と 古

廟
※
」と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
鎌
足
の
墓
だ
と
認
識
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
周
辺
に
は
、

大
織
冠
古
廟
に
至
る
道
を
示
す

道
標
や
、
鎌
足
が
創
建
・
建
立

し
た
と
伝
わ
る
神
社
仏
閣
が
現

存
し
て
い
ま
す
。

い
う
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
の
時
代
に
発
見
さ
れ

て
か
ら
研
究
が
進
み
、
出
土
品

な
ど
が
そ
の
説
を
強
く
裏
付
け

て
い
ま
す
。

「大
たい

織
しょっ

冠
かん

」の位を賜った政治家
藤
原
氏
の

始
祖
に
な
っ
た
！

1
大
化
の
改
新（
乙
巳
の
変
）

の
立
役
者
！

2
死
後
、
信
仰
の
対
象
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
る
！

3

※
古
廟 

古
い
墓
と
い
う
意
味
。

2024.10
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※「
大
門
南
」に
停
ま
る
バ
ス

の
本
数
が
少
な
い
た
め
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

約
12
分 　

約
９
０
０
ｍ

移
動
時
間
の
目
安 

約
71
分
／
約
５
・
５
㎞

約
19
分 　

約
１
５
０
０
ｍ

約
3
分 　

約
２
０
０
ｍ

約
29
分 　

約
２
３
０
０
ｍ

約
8
分 　

約
６
０
０
ｍ

　

神
社
と
い
っ
て
も
社
殿
は
な
く
、

鳥
居
と
石
段
の
先
に
は
鎌
足
の
墓
だ

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
石
室
が
あ
り
、

そ
の
中
に
祠ほ

こ
ら

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

（
将
軍
塚
古
墳
）。
古
く
か
ら
信
仰
の

対
象
と
し
て
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の

人
々
が
お
詣
り
に
来
て
い
ま
し
た
。

住
所

：

西
安
威
二
丁
目
1　

電
話

：

6
4
3
・
7
7
7
8（
阿
爲
神
社
）　

拝
観
時
間

：

境
内
自
由

スタート

ゴール

1

23

4

茨木サニータウン
テニスクラブ

地福寺

福井

　大門南

追手門
学院大学
茨木安威
キャンパス

将軍山
児童遊園

桑原ふれあい
運動広場

阿武山古墳

阿爲神社

大
織
冠
神
社

大念寺

ダムパークいばきた
（風の丘ゾーン）

茨
木
亀
岡
線

安
威
川佐

保
川

足を
延ばして

手
が
か
り
を
元
に
、
安
威
・
桑
原
地
域
で
現
地
調
査
！

鎌
足
が
居
た
！？
地
を
め
ぐ
る

鎌
足
の
逸
話
に
関
わ
る
場
所
を
、
実
際
に
歩
い
て

回
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

現地では
おもしろい

発見があるかも
しれんぞ！

い
ば
ら
き
観
光
ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ト

市
観
光
協
会
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
名
所
を
め
ぐ

る
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
。
11
月
は
鎌

足
に
ち
な
ん
だ
コ
ー
ス
で
す
。

バ
ス
停「
福
井
」

大
織
冠
神
社

大
念
寺

阿
爲
神
社

地
福
寺

バ
ス
停「
大
門
南
」

11
月
23
日（
土
・
祝
）

「
紅
葉
の
大
門
寺
・

  

安
威
川
ダ
ム
と
蹴
鞠
」

定
員

：

40
人（
先
着
順
）、

10
月
30
日
ま
で
に
要
申
込

費
用

：

５
０
０
円

問
合
先

：

市
観
光
協
会 

☎
６
４
５
・
２
０
２
０

詳細は
コチラ

大
織
冠
神
社

鎌
足
の
命
日
に
催
さ

れ
る
例
祭
。
神
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

大
織
冠

神
社
祭

10
16

水 1

1234 スタートゴール

鎌
足
の
子
孫
・
九
条
家
の

         

　
使
者
も
訪
れ
た
地

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
！

住宅街を抜けた先にある、鳥居と社号碑が目印

小高い山の頂にある石室と「大織冠鎌足
公古廟」と書かれた石碑
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※
開
山 

仏
寺
を
初
め
て
開
い
た
僧
の
こ
と
。

　

前
身
で
あ
る
善
法
寺
は
、
鎌

足
が
自
身
の
息
子
を
開
山
※
に

す
え
て
建
立
し
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
鎌
足
の

お
手
植
え
と
も
、
寺
院
の
建
立

地
の
決
定
打
に
な
っ
た
と
も
伝

わ
る
、「
黄お

う

金ご
ん

竹ち
く

」
が
生
え
て

い
ま
す
。

住
所

：
安
威
三
丁
目
17
︲
3　

電
話

：
6
4
3
・
7
6
7
8　

拝
観
時
間

：

開
門
時
は
境
内
自
由

大だ
い

念ね
ん

寺じ

2

鎮
守
の
森
に
た
た
ず
む

　
　 

　
　
安
威
村
の
氏
神

　

鎌
足
が
建
立
に
関
わ
っ
た
と
伝
わ

る
神
社
。
一
説
で
は
、
こ
の
周
辺
で

大
化
の
改
新
な
ど
の
計
画
を
練
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
藤
原
氏
の
祖

神
・
天
児
屋
命
を
祀
り
、
藤
原
氏
の
紋

「
上
が
り
藤
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
鎌
足
や
藤
原
氏
と
の
強
い
つ
な

が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

住
所

：

安
威
三
丁
目
17
︲
17　

電
話

：

6
4
3
・
7
7
7
8　

拝
観
時
間

：

境
内
自
由

阿あ

為い

神
社

3

収
穫
感
謝
の
お
祭
り
で
あ

る「
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

」に
合
わ
せ
て
、

雅
な
装
束
を
ま
と
っ
た「
蹴

鞠
保
存
会
」の
方
々
が
蹴
鞠

を
奉
納
。
鎌
足
と
中
大
兄
皇

子
が
親
密
に
な
っ
た
き
っ
か

け
が
、
蹴
鞠
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

奉
納
蹴け

鞠ま
り

11
23

土・祝

鎌足ゆかりの
黄金の竹は、秋
には一層金色が
増すという

絹本著色（けんぽんちゃ
くしょく）大織冠像
（個人蔵・大念寺寄託）

風情ある階段
の先に、山門と
本堂がある

「奉納蹴鞠」の様子

緑に包まれた境内。晩秋には紅葉も楽しめる

息
子
を
開
山
と
し
て

         
鎌
足
自
ら
建
立
し
た

2024.10
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鎌
足
の
肖
像
画

  「
大
織
冠
像
」を
伝
え
る

足を
延ばして

鎌足とその息子である定
じょう

慧
え

、不
ふ

比
ひ

等
と

の姿を描いた
掛軸は「大織冠像」と呼ば
れ、鎌足を信仰する人々
が礼拝していました。同
じ構図のものが地福寺や
大念寺に伝わり、信仰の
深さを裏付けています。

　

鎌
足
が
建
立
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る

寺
院
。
鎌
足
の
念
持
仏
※
で
あ
っ
た
の

と
同
じ
千
手
観
音
の
像
や
、
鎌
足
の
木

像
な
ど
、
ゆ
か
り
の
寺
宝
が
残
っ
て
お

り
、
そ
の
多
く
は
文
化
財
資
料
館
の

テ
ー
マ
展（
７
ペ
ー
ジ
）で
展
示
さ
れ

ま
す（
普
段
は
観
音
堂
な
ど
に
安
置
）。

　

鎌
足
の
墓
で
あ
る
と
い
う
説
が
有

力
視
さ
れ
て
い
る
古
墳
。
高
槻
市
と

の
市
境
、
阿
武
山
の
中
腹
に
あ
り
ま

す
。
盛
り
土
は
な
く
、
幅
2.5
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
溝
を
円
形
に
め
ぐ
ら
せ
る
こ

と
で
、
直
径
約
82
メ
ー
ト
ル
の
大
き

な
墓
域
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
中
央

に
墓
室
が
あ
り
、
漆
で
麻
布
を
貼
り

固
め
た
棺
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
所

：

桑
原
33
︲
15

電
話

：

6
4
3・6
2
1
2　

拝
観
時
間

：

拝
観
ま
た
は

御
朱
印
授
与
希
望
の
場

合
、
要
事
前
連
絡

所
在

：

安
威
・
高
槻
市
奈
佐
原

地じ

福ふ
く

寺じ

4

阿あ

武ぶ

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

「
塼せ

ん
せ
ん

」が
つ
な
ぐ

      

鎌
足
の
足
跡

深
掘
り
コ
ラ
ム

　

阿
武
山
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
古

代
の
煉れ

ん

瓦が
「
塼
」。
こ
れ
が
古
墳
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
で
す
が
、
近

隣
の
い
く
つ
か
の
古
墳
で
も
出
土
し
て

い
ま
す
。
出
土
品
な
ど
か
ら
こ
の
古
墳

に
葬
ら
れ
た
人
は
高
位
の
人
物
だ
と

予
想
さ
れ
、
墓
の
主
が
鎌
足
だ
と
い

う
説
の
証
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
塼
に
類
似
し
た
も
の
が
、
沢

良
宜
地
域
の
東
奈
良
遺
跡
で
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
鎌
足
は
大
化
の
改

新
よ
り
前
に「
三
島
別
業
」に
退
去
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
塼
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
に
よ
っ

て
、「
三
島
別
業
」

は
現
在
の
沢
良

宜
地
域
に
あ
っ

た
の
で
は
と
い

う
研
究
が
前
進

し
ま
し
た
。

大念寺と地福寺に残る、

そっくりな肖像画

柄をよく見て
みると、とて
も似ているこ
とがわかるぞ

観音堂（写真右奥）には千手観音像が安置されている

紙本著色（しほんちゃくしょ
く）大織冠像（地福寺所蔵）

阿武山古墳の墓室と石碑

鎌足の肖像画
が描かれた御
朱印。300円

※
念
持
仏 

個
人
が
身
近
に
置
い
て
礼
拝
す
る
仏
像
。

こ
こ
に
眠
る
貴
人
は

         

果
た
し
て
鎌
足
か
！？

東奈良遺跡
出土の塼

阿武山古墳
出土の塼（総
持寺所蔵）
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NEWS！！

　普段目にするのが難しい宝物が数多く集まります。
奈良県指定文化財「多

と う の み ね

武峯縁起絵巻」などを展示。貴
重な資料から鎌足と安威地域周辺の鎌足信仰への理
解を深められるようになっています。

　

本
市
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
地
福
寺「
紙
本
著
色
大

織
冠
像
」な
ど
の
文
化
財
を
中
心
に
、
鎌
足
に
関
わ
る

作
品
や
資
料
も
併
せ
て
、
安
威
地
域
周
辺
の
鎌
足
信
仰

を
解
き
明
か
し
ま
す
。
４
～
６
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
神

社
仏
閣
の
宝
物
も
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
ま
す
！

藤
原
鎌
足
と

大
織
冠
信
仰
展

鎌足ゆかりの文化財が一堂に集結！

じっくり話を聞ける機会がたくさん！

40周年を記念して、

来館記念品リニューアル販売！

文化財資料館
東奈良三丁目12-18／ TEL.634・3433／
9:00 ～17:00／火曜・祝翌日休（火曜が祝日
の場合、または祝翌日が日曜の場合は開館）

定慧が鎌足の遺骸を阿武山から多武峯（とうのみね）
に移す（「多武峯縁起絵巻下巻之二」、談山神社所蔵・
奈良国立博物館寄託、画像提供：奈良国立博物館）

高槻市立今
城塚古代歴
史館所蔵

300円

2種、 各 限 定
100枚、300円

※当日先着・事前申込なし。

テーマ展でも
詳しく学べそう！
行ってみたい！

鎌足を
テーマにした
展示や講演会が
開催されるのじゃ

土

10
19

月

12

9
注目ポイント 1

注目ポイント 2

文
化
財
資
料
館 

開
館
40
周
年
記
念

文
化
財
か
ら
歴
史
を
ひ
も
解
く
第
40
回
テ
ー
マ
展

40周年ロゴがスタイリッシュな限定デザイントートバッグ

ミニ文化財がかわいい！カプセルトイ何が出るかはお楽しみ！

古墳から出土した金
糸から、冠帽を復元。
かなり高貴な人の副葬
品＝鎌足と予想！

参加者には景品を
差し上げます

クイズラリー
関連イベント

講師   菱田哲郎 さん（京都府立大学教授）
時間   14時～15時30分　 定員   60人※

対象   中学生以上の市内在住・在勤・在学者

郷土史教室講座  「７世紀の茨木と中臣氏・藤原氏」10
6

日

講師   谷口耕生 さん（奈良国立博物館企画室長）
時間   14時～15時30分　 定員   80人※

講演会  「藤原鎌足（大織冠）像の成立と伝播」11
24

日

講師   吉川真司さん（京都大学名誉教授）
時間   14時～15時30分　 定員   80人※

講演会  「古代の三島と藤原鎌足」11
30

土

講師   高橋伸拓（本市学芸員）
時間   14時～15時30分　 定員   80人※

学芸員講座  「近世の安威村・桑原村と大織冠信仰」11
16

土
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